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沖縄本島の漁師町に生まれた平凡な少年は、地

元の大学を卒業後、地場企業の営業マンになっ

た。地元ではいわゆる就職活動の勝ち組、その

まま営業マンとしての道を突き進むものと周囲

の人間も思っていた。だが当の発起人は、入社

後もこのまま前に進んで良いものか…と常に考

え、葛藤する毎日。その先に行きついた答え、

それは「地元に貢献したい」。一社会人として

貢献意欲の高まりから、一念発起し、出身県の

職員へと転身した。

「自身最大の価値発揮を常に、日本社会に広く

貢献する」をミッションに、地域社会への貢献

から日本社会への貢献と、自己実現のため、自

身の視野の広がりに合わせるように、都度キャ

リアを選択してきた発起人は、ビジネスパーソ

ンとしての付加価値を高めるため、10年間勤務

した出身県庁を退職し、上京した。

上京後は、コンサルタントとしてクライアント

の業務支援に従事し、得意領域を急速に拡大。

上京から3年後の2024年4月に独立した。発起人

の次の目標は「経営に携わること」。本物のコ

ンサルタントとして、対応可能範囲をより一層

拡大し、キャリアアップを続けたい。発起人は、

経営の本質を知り、身につけるため、自身で起

業し、会社経営を行う道を選択した。

発起人の生い立ちとミッション

発起人が「経営に携わる者」として実現したい

こと。それは「付加価値の高い人財」を世に輩

出し、身も心も豊かになった「付加価値の高い

人財」が次の「付加価値の高い人財」を育てて

いく好サイクルを創出することにある。

その実現を後押しするべく、発起人はコミュニ

ケーションコストを極力抑え、高品質な商品と

高度な仕組みをつくり、それらを掛け合わせた

高付加価値商材の世への輩出により、利益を追

求する事業モデルを考えた。

当事業のテーマは、「サステナブル×クリエイ

ティブ」。この掛け合わせが「無理しないビジ

ネス、一緒につくろうぜ！」のキャッチにつな

がっている。

当事業利益創出の根源は、「自分にも他人にも

無理をさせない」との考え方による不必要なコ

ミュニケーションコストの抑制にある。当事業

において高い利益を生み出すためには、ビジネ

ススキルはさることながら、そこに掛け合わせ

る「人間力」を同時に養成することが事業成長

の鍵となり、付加価値構成要素の大きな柱とな

る。これは、発起人自身がキャリアを積む中で

他者に評価されるポイントであり、その総合力

がクライアントに選ばれる理由である。

発起人が実現したい世界

株式会社Prime LINERは、新たな組織を創造す

るサステナブル・アライアンス・カンパニーを

コンセプトに立ち上がったビジネスコミュニ

ティを原点に、会社づくりの新たな形に挑戦す

る協働者集団である。

特に、社会人財開発事業においては、ビジネス

実務体験を通じてビジネスパーソンとしての総

合力を高めるジュニア層向けの「Prime NEXT

Project」を柱に、新規事業開発をはじめとする

様々な体験型プログラムの構築プロセスを通じ

て協働者自身のレベルアップを図りながら、事

業成長を目指すテーマ型ワークショップを実施

しており、中でも特徴的な取組みとなっている。

自分のキャリアは自分で切り開くもの。一歩踏

み出すきっかけを見つけに自分探しの旅をはじ

め、未来への道しるべを真っ白なキャンバスに

自分で描く。忙しい日々を過ごす中で、なかな

か「できそうでできない」ことや「手が届きそ

うで届かない」ことに挑める土壌のある希少な

モデルである当事業。決して易しくはない、高

度な自制心と他者愛が求められる、非常に難易

度の高い取り組み方である。長い目で見て、世

の中に必要とされ得る優しい事業を通じて、広

く日本社会への貢献を目指す、会社づくりプロ

ジェクトがいま、幕を開けた。

実現したい世界に共感した精鋭たち
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LINERPrimethe creative company for the “sustainable”
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We are HR Analytics Laboratory
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Documentation Facilitation Planning Management

Immersive Business Adventure Workshop for Future Trailblazers

Prime NEXT Project
Interactive Business Reality Show

Targets

True Passions
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STEP2
Facilitation

STEP3
Planning

STEP4
Management

STEP1
Documentation
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Dynamic Program Discovery ProgramDesign Program

超体感型ワーキングエンターテインメントプログラム

Dynamic Working Station

Lateral Thinking Logical ThinkingCritical Thinking
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Dynamic Design Discovery
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Review
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声でも顔でも文章でも、普段から
やりとりをしていれば、なんとな
く違和感を感じ取れはするものか
なと思っていて、感情の変化を感
じ、相手してくれる人に対しては
自分の事も開示しやすいので、そ
の感情の発信・受信が円滑に行わ
れるっていうのは社会活動におい
て、とっっっても大事なことだと
思っています。

人ごとに適性のある仕事や育成の
仕方を見極めるスキルが上司には
必要になっていくと考えているの
で、育成を始める一番最初の段階
で性格や属性、これまでどんな人
生を歩んできたかを少しでも理解
することで、育成に及ぼす影響は
数段変わってくると思います。こ
れから、より個人フォーカスした
教育が重要になるかと考えます。

プロジェクト炎上などの有事のと
きに、MTGの場で対応策がしっか
り練られていたり、全員で「フォ
ローしながら頑張ろう！」という
ようなことが伝えられたら、かな
りチームの雰囲気は良くなるよう
に感じており、逆に、その場で責
任追及が始まったり、叱責が多く
なっているときには、全体的な雰
囲気も悪くなってしまいますね。

これまでの業務の中で、いろんな
領域を見たことはあるけど、極め
たことはない「浅く広い」人材で、
アイデアを考えるときも、データ
も見つつもユーザーインサイトを
考えてしまう「感情型」人材であ
ることがコンプレックスだったの
ですが、「橋渡し」や「共感型」
の人材が強みにもなり得るという
ことを知り、自信になりました。

タスクを受けた側が単なる作業者
となり、指示待ち人間になってし
まう、指示されていないことはし
ない人間になってしまうリスクも
ある中で、部下の気が利かないと
思っているのは、自分の指示が原
因かもしれないし、上司が命令ば
かりしてくると思っているのは、
自分の主体性に原因があるのかも
しれないなと気づかされました。

ビジネスは一人でできないことば
かりで、自らの思いだけで突っ走
らず、常に利他的な気持ちを持っ
て考え、行動ができれば良いサー
ビスもつくれますし、何より応援
してくれる人ができてくると思い
ますので、私も未熟ですが、この
気持ちは常に心がけるようにして
います。これを機に私もより一層
意識しながら日々尽力します！
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Prime NEXT Project Players File

カレー

エクスペディション

One Heart Emotions

リープ

ファンタジスタ

Floating Sky High

ケーン

エクスプローラー

戦闘力

5
戦闘力

6
戦闘力

9

Go Beyond Limits
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Prime NEXT Project Players File

アイン

ムーブメントドライバー

Maximize Your Brave Mind

ブラン

ブライトアナリスト

Way to Challenging Adventure

ゼーロ

アジャイルラウンダー

戦闘力

10
戦闘力

11
戦闘力

13

Transformed Our Future
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失敗したっていい、それが等身大の僕らだから
あとは、ただただ前に進むだけ

失敗と偶然の産物が次のステージへと誘う

スライド 13アクティビティセッション事例
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についてPrime LINER 

事業についてPrime LINER 

make the sustainable and

the high performance business, 

together!



the creative company for the “sustainable”

LINERPrime

make the sustainable and the high performance business, together!
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